
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学校名 高山市立朝日小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２９日（金） 

実 施 概 要 

 

「学習発表会」 

・４月から取り組んできた「総合的な学習」や国語科の授業の成果を各学年の創意工夫

と学年段階をふまえた内容で発表した。 

・郷土学習では、郷土の良さを知り、自分たちの生き方を振り返りながら学んだことを

伝えた。 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 ■自然   ■歴史   ■文化   ■産業   ■その他  

公開の方法 

 □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

 

保 護 者             ６０    人  

        計       ９０  人 地域関係者             ３０  人 

実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 

「エール！！」…全校児童が心をつなげて合唱した。 

②１年生…国語科で学習した「くじらぐも」。くじらぐもや子どもたち、先生の

様子をいろいろと想像し、音楽劇にして発表した。また、郷土学習で学んだ朝

日自慢について住んでいる人々や地域のよさも取り入れて発表した。 

③２年生…国語科で学習した｢スイミー｣をオペレッタ風にして発表した。海の中

の生物や魚たちを自分たちで制作し、歌と踊りとお芝居を工夫して演じた。 

④３年生…郷土学習で学んだ朝日・高根にある山野草について発表した。高根の

皆さんが大切して見えることを知り、自分たちにもできることを考え、苗植え

のお手伝いから考えた看板を作り、支所の方に手渡した。 

⑤４年生…郷土学習で学んだ「日和田じまん」について発表した。「コーン」や

「石仏」、馬大尽「原家」など、ふるさとの宝物について自分たちで劇化し楽

しく、分かりやすく演じながら、そのすばらしさの再確認について語った。 

⑥５年生…自分たちの手で田植えから刈り入れ、脱穀まで行った学習の歩みと、

秋神地区で学んだすずらん大根、ワラビ粉や天狗まつりについて指導いただい

た地域の方への感謝とその方々の思いを語り、自分たちの生き方に反映させて

発表した。 

⑦６年生…朝日、秋神、高根は野麦峠への通り道であり、昔は飛騨の女工がこの

峠を越えて信州へとむかっている。その時代の生活や今につながる思いを劇に

し、自分たちとのつながりの中で考えたことを発表した。 

成果及び課題 

 

＜成果＞地域に根ざした学習を進めていることについて、保護者の方からも改め

て自分たちの地域のことがよく分かったと感想をいただきました。また、来校い

ただいた地域の方からもよく調べてあることや発表の態度も大きな声で堂々とし

ていたと評価していただきました。 

＜課題＞郷土学習については今後も継続的に学習を進め、全教育活動での郷土教

育に向かっていくこと。 

 


